『玉勝間』の聞書き章段に関する研究 : 翻刻・斎藤秀満『雲州黄泉穴一見之覚』 by 膽吹,覚
はじめに『玉勝間』は江戸中期の国学者、本居宣長の随筆集である。村岡






































































































て、道麿が宣長に伝えた「にふなひ」の話は、そもそも天明二年（一七八二）六月十五日に、道麿が美濃国下一色村の太郎兵衛宅に一宿した折 、そこで道麿が太郎兵衛から直接に聞いた話であることが記され いる。 の後、同年七月上旬、道麿は『万葉集』に関する質問を記した宣長宛書状に 太郎兵衛から聞いた「にふなひ」の話を挿入した。そして 道麿からの書状によって「にふなひ」の話を知った宣長は、その後 『宣長随筆』第十三巻に 次のように書き留めてい 。













































































































穴」 （巻十）を取り上げる。 「出雲国な 黄
ヨミ
泉の穴」は、鈴屋門人で









小篠ノ御野、いにしへ寛政六年三月のころ、出雲の大社にまうでたりしをり、鰐淵山近きわたりの山に、黄泉の穴といふがあるよし、はやく聞るは、いかなるにかと、とひわたりしに、此わたりにも 行見たる人 なきよし、杵築の人 いふを聞て、せちにゆきて見まほ 思ひけれど、年老 れば、足よわく





者は、いとまれ也、年わかきは、里の者だに、かつてしらずとぞかたりける、はじめ鰐淵寺にて、かたらひきつるしるべの翁は、年六十ばかりなりけるを、わかかりしほどに、来て見たること 有しかど ここらの年へにければ、のぼる道も よくもおぼえずとて、又この奥岡のおきなをば、それがかたらひ来たるにぞ有ける 又 の翁が ひけるは 此穴より 毒気 のぼることあるに、ふれぬれば、たちまちに息絶る也と いひつたへたり、 いふをきくに し しのぞきて見 ほども、いとけおそらしけれど、よく見てかへらずは、ふりはへて見にこしかひなからむと、いみしく思ひねんじて 猶よく見つる也、おきな又かたりけるは むか は 此穴の内へ 石を落しい るに、そのいしくだ もてゆくままに、つぎつぎめぐ 石にふれゆく音の、しばしがほど、とほく聞え しを 四十年 あなたに、あるものの、大きなる石一つを、お しやりつる事の有し、そののちは、石をおとせども 音久 は聞えずなりぬるはかの大石 、なかばにとどこほりて それ せか る故 めり、とぞか りける、又むか 鰐淵寺をはじめ給へり 、智證上人と申す、此穴 入定し給ひぬるよし、かの寺の縁起にも見えたり、 聞りなども語る、さて此山のすべての名は、奥岡の山といひて その中に 此穴 あるち きあたり ば ぞうが谷といふ、此山のうしろは、鰐淵山につづきてと からずとしるしたりける、なほゆきかひの道のほど 事どもまで こまかに るを、見るになほさだかならずおぼえて ここは
いかにと、なほとひきかまほしきところも多かれど、しばらく本にしたがひて、その趣をとりて、事をつづめて、よきほどにここには るせる也 さて此奥岡村よみの穴あたりを 神門ノ郡ならむとしるしたれど、かならず出雲ノ郡なるべし、さて又風土記に、宇賀ノ郷の ころに、黄泉之穴といふ の見えたるは、同郡の内 はあれども 磯べにて、窟の内にあるよしなれば、ことと ろなるべ 、
寛政六年（一七九四）三月、石見国浜田藩儒臣、小篠敏（御野）















泉の穴といふがあるよし、はやく聞るは、いかなるにかと、とひわたりしに」 あるので、敏と秀満は、寛政六年の〈黄泉の穴〉の踏査に際して、 〈黄泉の穴〉が鰐淵山近 の山中にあるという情報を得ていたことが知られる。一般論 して、踏査に際して、その目的地の見当を付けずに踏査に向かうことはない。それで 〈黄泉の穴〉が「鰐淵山近きわたりの山に」 という情報を、敏と秀満はどこから得たのであろうか。
江戸時代中期の出雲地方の地誌書である、黒沢長尚撰『雲陽誌』
巻九「楯縫郡奥宇賀」 （享保二年（一七一七）序）に 、 「窟
　
和
多灘より十五町南の山にあり、 『風土記』 宇賀郷に窟戸高さ各六尺はかり深浅しれす、此窟の辺にい る者必死すといふ 故に今に黄泉の穴と号す、俗人古より冥途黄泉の穴といふ
②
」と記されてい
る。 『雲陽誌』が記す〈黄泉の穴（冥土の穴） 〉の位置は、 「出雲国なる黄
ヨミ
泉の穴」に記された「杵築より東、鰐淵山をこえて、東北の









の穴を〈黄泉の穴〉ではなく、 〈冥途の穴〉と呼んでいた。 〈冥土の穴〉という呼称は、秀満が今回の踏査に際して参照したと推定される『雲陽誌』に「俗人古より冥途黄泉の穴といふ」とあり、秀満から見れば、この呼称の相違は想定の範囲内であった であろう。また、案内役を務めた老人 話で 、こ 里 古い言い伝えとして、〈冥土の穴〉から毒気が立ち上ることがあり、それに触れると、たちまちに息絶え という。こ した言い伝えも『出雲国風土記』の「多至此磯窟之辺者必死」や『雲陽誌』の「此窟の辺にいたる者必死すといふ」との記事と一致する。
秀満は『出雲国風土記』に記載された〈黄泉の穴〉について、
































































面図である。宣長の寛政七年二月二十日付千家俊信宛書簡に「金輪造営之 御認被下、千万辱拝見仕候」とあり、この は俊信が写して、宣長に送ったことがわかる。宣長はこの図について「心得ぬことのみ多かれど、皆 ゞ本のまゝ也」と疑念を抱きながらも、 『玉勝間』に収録している。宣長が『玉勝間』に出雲大社の「金輪造営之図」を掲載してから約二百年後 平成十二年四月、出雲大社拝殿北側から巨大な三本一組の柱根が発見された
⑤
。この柱根の存在は、



















































ほる事半時斗、峠に辻堂ありて、鰐淵山参詣の人、休なり」と、二箇所に朱筆を入れてい 。地図で確認す と、これは秀満 誤認であり、宣長の朱筆が正し ことがわかる。 「出雲国なる黄
ヨミ
泉の穴」


































































ふれぬれば、たちまちに息絶る也と、いひつたへたり、といふをきくに、し しのぞきて見るほども、いとけおそらしけれど、よく見てかへらずは、ふりはへて見にこしかひなか むと、いみし 思ひねんじて、猶よく見つ お
iきな又かたり
















№ 巻 タイトル 情報提供者 国 内容
1 2 五十連音をおらんだびとに唱へさせたる事 小篠敏 長崎 言語・物名
2 3 こし塚 未詳 大和 考古
3 3 飛鳥の宮々 未詳 大和 考古
4 3 にふなひといふ雀 田中道麿 尾張 言語・物名
5 3 むろの木 田中道麿 尾張 言語・物名
6 3 みちのくには五月五日にかつみをふくといふ事 未詳 陸奥 風俗・風習
7 7 石見の海なる高嶋 小篠敏 石見 地誌
8 7 朝鮮の人のことば 小篠敏 石見 言語・物名
9 7 さはぼくり 未詳 土佐 風俗・風習
10 7 土佐国に火葬なし 未詳 土佐 風俗・風習
11 7 ほやのいずし 未詳 豊後 言語・物名
12 7 ふぐし　くぐつ 未詳 豊後 言語・物名
13 7 石ぶしといふ魚 渡辺直麿 未詳 言語・物名
14 8 ふるき物またそのかたをいつはり作る事 萩原元克 甲斐 考古
15 9 みちのくの田うゑ歌 未詳 陸奥 風俗・風習
16 9 紫の名高の浦 未詳 紀州 地誌
17 9 石見国なるしづの岩屋 小篠敏 石見 考古
18 9 対馬の式社 小篠敏 対馬 神社・神事
19 9 桧垣媼が事 長瀬真幸 肥後 考古
20 10 出雲国なる黄泉の穴 斎藤秀満 出雲 考古
21 11 肥後国の神楽歌 長瀬真幸 肥後 神社・神事
22 11 肥後国阿蘇神社 長瀬真幸 肥後 神社・神事
23 11 春日の若宮社の神楽舞の歌 未詳 大和 神社・神事
24 11 口あみ　もろもち 金原清方 遠江 言語・物名
25 12 われから　はまゆふ 芝原春房 伊勢 言語・物名
26 12 木綿の布 千家俊信 阿波 考古
27 13 ふくさといふ言 田中道麿 近江・尾張・美濃 言語・物名
28 13 まるすげといふ草 田中道麿 美濃・三河 言語・物名
29 13 とねりこの木 田中道麿 美濃 言語・物名
30 13 鴨の類くさぐさの名 田中道麿 未詳 言語・物名
31 13 遠江国より大神宮に神御衣を織て奉る事 内山真龍 遠江 神社・神事
32 13 出雲国意宇郡神魂神社 秋上大祐 出雲 神社・神事
33 13 出雲の大社の御事 千家俊信 出雲 神社・神事
34 13 同社金輪の造営の図 千家俊信 出雲 神社・神事
35 13 讃岐国人女をよばふに藁を結びておくる事 山田高村 讃岐 風俗・風習
36 13 信濃国の或村々の神事にうたふ歌 未詳 信濃 神社・神事
37 13 常陸国なる大洗磯前神 未詳 常陸 神社・神事












次いで巻七が七段、巻三と巻九がそれぞれ五段で、巻一、 四 五、 六、十四の各巻に聞書き章段は見られない。つま 宣長は『玉勝間』を編集する際に、 を各 に必ず収録するといった編集方針を立てていなかったようである。
次に、情報提供者の観点から『玉勝間』の聞書き章段を見ると、
宣長に情報 提供した人の氏名 判明している章段は二十五段で、聞書き章段全体の六 六％である。氏名が判明している情報提供者はすべて鈴屋門人、或いは宣長の知人である。詳しく見ると、田中道麿が六段と最も多く 次 で小篠敏が五段、千家俊信 長瀬真幸が三段ずつである。また、 〈表１〉に示したとおり 玉勝間』の聞書き章段に 、宣長がいつ、誰から、ど ような手段で、その情報を入手したのかという、聞書きに関する基本的情報を欠く章段もある。今日の民俗学のフィールドワークにお 、聞書きの情報提供者に関する情報は極めて重要であるが 当時の宣長 はそうした意識は少なかったようである。
地域別に見ると、 〈表１〉に示した通り、東海道（尾張国〔二〕 、
遠江国〔二〕 、伊勢国〔一〕 、三河国〔一〕 、常陸国〔一〕 ）と西海道（肥後国〔三〕 、豊後国〔二〕 、肥前国〔一〕 、対馬国〔一〕 ）が七段
ずつあり。次に山陰道（出雲国〔三〕 、石見国〔三〕 ）と東山道（美濃国〔三〕 、信濃国〔二〕 、近江国〔一〕 ）と、南海道（土佐国〔三〕 、讃岐国〔一〕 、阿波国〔一〕 、紀伊 一 ）が六段ずつ、畿内（大和国〔三〕 ）が三段、陸奥と未詳が二段ずつ、という分布である。こうした分布を見ると 『玉勝間』の聞書き章段は、宣長が居住する松坂に隣接する東海道を中心に、 西海道、南海道といった西日本に集中していることが知られる。そして その一方で いわゆる三都（江戸・京・大坂）の情報が皆無であることも注目される。中村一基氏の研究によ と、鈴屋門人を地域別に見た場合 宣長が居住する伊勢国が最も多く、尾張国 それ 次ぎ、東海道、特に遠江国からの入門者が多く、三都の門人は少ないという
⑦
。 『玉勝












（巻九）をはじめ、 「肥後国の神楽歌」 （巻十一） 、遠江国浜名郡岡本村では毎年四月と九月に神御衣を織って、伊勢内宮に奉納することを記した「遠江国より大神宮に神御衣を織 奉る事」 （巻十三）などがある。考古では大和国の輿塚 関する聞書きを記した「こし塚」 （巻三）を じめ、石見国の志津の岩屋に関する報告を記した「石見国なるしづの岩屋」 （巻九）などがある。
風俗・風習では、土佐国では農作業に沢木履という履物を使うこ





代の巷談は一切記載されていない。宣長の住む松坂は三井家や小津家といった松坂商人の町であるから、そこにはビジネスの情報とともに三都は勿論、日本各地のさまざまな巷談風聞が齎されていたはずであり、おそらく宣長の耳にもそうした情報は少なからず届いていたであろう。しかし、 は『玉勝間』にはそうした巷説風聞の類は一切収録しなかった。宣長は彼 もとに日々寄せられ 多くの情報の中から、彼が興味関心を抱いた学術的なニュースに限って掲載したのである。ここでいう学術的と 、 の聞書き章段の内容から見て、それは国学の学問領域に属すると言い換えることができるだろう。
『玉勝間』の聞書き章段の内容が国学の学問領域に限定されてい



































































方に向ひ、坂をのほる事半時斗、峠に辻堂 りて 鰐淵山参詣の人、休なり、夫ゟ山を下るに、田畑人家一向にな 左右皆深山て、流ハ追々谷川となり、松杉椎樫なと冬葉持の類多 、其中には桜もそこかしこ咲交たり 此山ハ木はみたり 伐とる事を禁むと見えて、其切たる株も見苦しからす 切屑木の も皆拾ひて掃たることく枯葉枯枝一つも見えす 上は繁り合たる梢より稀に ハもりて、木の根岩かと皆青苔美しくむして 川中の石まで深ミとりに流るゝ、水の綺麗なる事 よそにてハ見さる躰也【鰐淵山辺は皆丁寧に掃除すると見ゆる】一里といふをくたれは鰐淵 り 川 西の方ハ寺也、東の方にのほれは、山王権現本社両殿あ 、爰より又三四丁のほれは奥の院 よし、庵室あり、僧衆此所にて心をすまして修学する所のよし也【此頃ハ誰 居らす】此所より少し斜にのほれは瀧壺あり【此所を鰐淵 いふよしなり たり伝に 此山開基智證上人、神酒を此淵に備られしに、此器沈ミて見えす、遥に日の御崎江【四五里もあ へし】器を鰐くはへて上りたるよし て 其所をは鰐の口といひ、此淵を鰐淵といふよし也】其険敷所也 其登一面の石山を見やるに【石細工なとに切 拵る類の石 】左右皆尾崎指出て、其形中くほ て いはゝ竹を割 立なひけたることし、行かゝりの所少し平らにて 凡弐間もさし渡 有へ 見ゆる丸





歳はかりなる者、川下村出生のよし、案内せよとて出されたり、此鰐淵山杵築辺より越るハ裏にて、正面ハ川下村より登る方にて、二王門を出て、道の端、岩のうへニ高サ三尺斗も可有、唐金の不動、覆ひもなく立たり【細工至よろし】是よりは谷もちと広く、稀にハ民家左右田畑あり、山林も寺よりかミとはかはり、心まか に伐と見えて松山多し【惣て来 し峠の辻堂の辺より川下村まて弐里の間ハ皆谷合、左右ハ嶺也】又、一里といふをくたれは 也【此川下村と鰐淵山頂境 案内をなしか忘申候】是ハ鰐淵山よ 出る川も又、杵築弥山より流るゝ川も一所になりて海ニ入る也【弥山 り流るゝ川ハ、此所にて歩行渡なりかたく 橋をかけたり、鰐淵山より出るハ、其半分程の水也】三四丁も下り ハ、此地、海はたなど、漁者ハなく 皆農人也、遥るか向には浦も見え 家も並び、白壁なとも見ゆれと貧家多し【向に見ゆ といふは 此所皆入 なれは、東ノ方、池のまわりの形のことくの所に浦町なとも見ゆ】爰ハ皆入海にて、本海ハ遥に沖に見ゆる、川下村も奥岡村も海 たより並て、境ハ山まて見通しのよし也、大概図ニ川下村 有あた より西ハ皆川下村 家二軒あるあたりゟ東の方皆奥岡村にして、黄泉穴ハ勿論奥岡也【郡ハ神門郡と答申候】 下村ゟ奥岡江来るハ、浜路四五丁皆真子小餅位の石也 夫より図ニ十八丁といふ道にかゝ 也、此辺人家あちこち多ク、田畑に 小川を伝ひ登る【奥岡山より出る流れ也、水もよつと出る 又、此辺土地ハ不定 十弐三丁も来りて彼図ニしるせし上ノ家ニ尋ぬ、此家四間ニ弐間ほどニてちさけれ畳なと敷て立具も相応ニ取繕奇麗也、 内の人皆田畑へ出 年比






人跡につゝひてのほるに【此山海手より見あぐる所ハ、さまで高くも嶮くも見えぬに、登るハ甚くるし、下ハ石多ク、穴近ク成てハ棘多キ草木繁りし故也】さまてけはしき山に、たとへば 家にて縁などのごとく、横ハ長く、幅ハ四五尺も有へく見えて少しろくなる所あり、則爰也といふ 、草猶繁りた 中に穴あり【草靡きて穴ハ纔ニ見ゆ。此草ハ棘などハなく、すゝき、よもき、其外のも多ク小筋に長く繁りたり、土肥たる故か】口ハ草も年々朽、又、 ニ土も流れて寄しにや、ちとちさ 見ゆれと、中 図のことく弐尺四五寸位ニ三尺も長丸 、穴の底 直ぐに揬ぬけたる躰井 かたち也、穴中のくるり、南の方ハ一枚石と見えて板 すを削り立 かこと長サ壱丈五六尺も其餘も幅弐尺斗、底ハ此石、北の方へ少し靡きて見ゆる【此石幅ハ広き所も有へけれと 井のかたちに双 より又石こみたれはミえす、上より見下したる躰也、又 靡きて見ゆるも纔にても直グに見下す故ならん、穴ハ全体ゆがみたる 非す 靡きたる、底も穴ハせまくも見えす】其外 くる ハ 石にて常の井を積揚た ごとく、出め入めハ多ク、石ハ角立て都合 穴のか ち 丸く見え候、其石皆油石青石の類にあ ず 磨石など 類にてあらめよ、色ハ白く又黄ばみたる所も有て、角有われ目多きが自然 割れたると見ゆるも在りたると見ゆる 、所々ハ土 付て石のかたちえぬ所も有かとミゆれと、大概自然にわれたる様子也【其わかれるかたち、ふとき 弐尺 こまかな ハ七八寸とも見えて、三角四角ひらめにも竪長なるも、さま〳〵有。 】上へ近き所 苔 つきて見ゆれど、底の方ハかはきて一向に水気なし【井のか ち がら急





いふべし【先年、智證上人定入の時などハ、山海の道も有しもしらず、相考候所ハ、此穴へ瀧壺の辺ゟ十四五丁より遠くも思はれす】又、鰐淵山ハ惣て石山【樹木多けれと、そこかしこ巌のあらはれて見ゆる 皆底ハ瀧のあたりの石ならん、上にハ転石なし】此山ハ皆転ひ石、大小多く有りて、同し山の表裏とは見えねとも、此穴の中の様子にてハ 底ハ此山も皆 なるへし、見さる先にハ、此穴の在あたり巌なと勢ひありて、恐敷 ならんと思ひしに、爰 野山にて、此穴 るへくも思はれぬさまにて、穴ハ只 井といふへきかたち也、扨山ニ上り初のあたりの石も とけれと、千引石などといふ程の体もみえず、すべてハ似つかはしからねと 幾万歳を経 事 もしらねは、穴の広きも狭と、石山も土山となり もはかられすと大社の家中も申され候也、戻りハかの家へハ帰らす 往来多き道 出けるに、有慶ハ此所より松江 行んといふに、平田に出 船に らんといそぐ【湖水の辺にて平田ハ杵築より松江への往来】此所よ平田へ纔一里半ばかり也【爰より杵築へ三里余帰て、又 平田へ行は、都合にてハ八里 も有 かし】夫よりわか 庄兵衛と両人、海辺を通り、川下村の川の出合ふ所に帰 、是よ 鰐淵山の方へ通らす、杵築へ帰 道のあるやと問ふに 庄兵衛 里人も川に付て弥山へ越れは三里はかりといふ【秀満思ひける、もし鰐淵の寺によらは、日の暮んと留めらるゝ 、又伽にとて人など 附られんも心遣なれ とて也】庄兵衛も別れ、只一人暫ハ川下村の し橋をも歩行渡をも数く渡事 黄泉の穴より帰るといふ 、おのつからみそきする心も不思議なるなと思ひゆく、爰も又同し谷合に
田畑人家山の麓川の端にあり、村名も数多聞とも、道をのみとふに二里半とも三里とも遥に来てとへは、三里半とも思ひ出せるまゝにいふハ常なれと、永き日もかたふき心せくに、とふへく家もなき所より終にまよひて、何とかいふ里 来 て尋れは 此道にてハなしといふ、又、ある家によりて、 下村の道より杵築へ帰る者道に迷ひたりといえは 老人出て 杵築へ是より二里、爰を少し出れハ馬路にて紛れなし、こつちのむす子も今 商売に行たるか やかて可帰といふ、何を商売ニ行れしやらんととふに、薪を売に来 たりと答ふ、此家にて道筋く しく尋て帰るに、次第に山深く 田畑人家決てなし 四五十里も旅の道なれは、ますらをと思ひしも心細く淋しくなりて、一文字に大汗になりて登るに、遥なる方に人声あり来りて見れは、杵築近所より来り 薪をこるこ 也 是と連て弥山を越え、六つ時以前 杵築白石氏の宅に帰りし也、穴の在所は先杵築よりは東に当可申与考候、此杵築の海ハ忽出張、日の御崎 あたりハ、海辺へ通り候時ハ、川下奥岡の辺 入海へ 余程ニ遠き事ニ可有御座候、弥山 ハ方角近けれど、川 遊ひ、山 越れは かの一里のほりて二里下る鰐淵山通りの方 却而近しと考られ候【さて一
ふとつ
二ひたつ
などいふことはのたかひ、鰐淵山まての道筋にても、川下奥
岡辺にてもいひしを聞す 案内なとことは正 く申候、杵築辺よ石見□
（二字判
□読不能）
のあたり甚しく此ことはのたかひ有る事と相聞え申候】
右は思ひ出せるまゝに後先なく書付申候 以上、
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福井大学教育地域科学部紀要（人文科学
　
国語学・国文学・中国学編） 、六、二〇一五
二
〇
【付記】
本稿における宣長の著作からの引用はすべて筑摩書房版『本居宣
長全集』に拠った。また、本稿執筆に際して、本居宣長記念館所蔵宣長手沢本『出雲国風土記』からの一部引用と、同館所蔵斎藤秀満『雲州黄泉穴一見之』の全文の翻刻の掲載を許可してくださった本居宣長記念館にお礼申し上げる。
膽吹： 『玉勝間』の聞書き章段に関する研究
　
―翻刻・斎藤秀満『雲州黄泉穴一見之覚』―
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